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市民版環境白書の発刊 1,000冊
125人
75％
50％

地域でのWS・交流会
参加者数

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

課題

目標

活動内容と成果

　環境NPO/NGO全体として政府、自治体、経済界、マスメディア、国際社会、
国民への社会的影響力が弱い。

　影響力向上の手段として、当団体の加盟数増を図るた
め、①ステークホルダーとの意見交換の場を充実させる、
②地域での交流会で、昨今話題となっているSDGs につい
て、ワークショップ、講演など開催したい。

①グリーン連合への加盟団体数が増加する。
②政策決定関係者との定期的な協議の場が増加する。

　●環境問題を横断的なテーマで網羅した「市民版環境白書2017年版」を発
刊した。 ●グリーン連合の加盟数増を目指し、地域でのワークショップや講演
を骨子とした交流会を三重県四日市市、香川県高松市、茨城県つくば市の3ヶ

今後の
展望

環境省との意見交換会

地域交流会（つくば市）

■苦労した点
　①環境省との意見交換
会開催方法で合意に苦労
した。②地域交流会で、グ
リーン連合に加盟するメ
リットを示しきれなかった。

■工夫した点
　①環境省側の主張や要
望についても一部取り入
れた。②丁寧な説明以外
に工夫ができなかった。

苦労した点と工夫した点

所で開催した。 ●環境問題の背景に
ある現経済体制の問題点等に関する
知見を高めるため、大学の講師を招
聘した勉強会を開催した。（9月：金子
勝慶応義塾大学教授、3月：水野和夫
法政大学教授） ●政策決定に関わる
ステークホルダーとの意見交換会を
開催。（環境省、国会議員・ジャーナリ
スト）


